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第９回環境⼈部会 摘録 

⽇時：平成 25 年９⽉３⽇(⽕)18：15〜20：30 
場所：宮前区役所４階第１会議室 

 
【進⾏前半：事務局・後半：佐々⽊部会⻑】 

１ 出席確認 
出席：佐々⽊部会⻑、福⽥委員、森⼭委員、本郷委員、芒崎委員、浦野委員、 

藤⽥委員、⿊沢委員、直本委員 
⽋席：⼤村委員、⽩井委員 

２ 提案の最終イメージの確認 
別紙配布資料「第 3 期最終報告書 地参地笑部会」に基づき、提案の最終イメ

ージと作業スケジュールを確認した。提案は、平成 25 年 11 ⽉ 20 ⽇（⽔）開
催予定の第 7 回全体会までに、⼤筋をまとめることで了承した。 

３ 公園の維持・管理・活⽤の具体的な取組内容の検討 
別紙配布資料「環境を活かした⼈づくり部会からの提案」、「マイ・パーク（＝

私の公園）づくり」、「公園管理組織設置状況」を説明した。また、福⽥委員が参
考として「五所塚公園だより」を紹介した。 

以上の内容を踏まえ、具体的な取組内容を検討した。主な意⾒は以下の通り。 
   A 背景と課題 

提案の「背景と課題」について、配布資料「環境を活かした⼈づくり部会か
らの提案」の「▲取り組むべき課題」及び「★⽬標」の内容で良いかを確認し
た。 
本郷：⽔沢の森、⾶森⾕⼾などは⾯積が広く、100 名を超す会員がいる。管理・

運営をする費⽤の捻出が問題だ。現在は川崎市の補助、セブンイレブン
の基⾦などを得ている。ただ、新しい事業に対しては助成⾦が付くが、
⽇常の維持・管理費⽤は付かない。宮前区では“地域の課題対応事業費”
を、公園の維持管理に充てられると良い。市役所の緑政局では、地域の
現状を把握できていないため、各区に公平に処理をする。宮前区として
対応してもらえると、地域住⺠のためになる。 

事務局：もともとこの部会のスタートは⼈づくりである。なぜ⼈づくりが求め
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られているのかを記述するところから、「背景と課題」を書き起こす必
要はないか。 

直本：コミュニティづくりの場を建物の中に閉じ込めるのではなく、外でコミ
ュニティづくりをする。そこが避難場所に使えるなど、⼈とコミュニテ
ィをつなぐ役割を果たす場として公園が浮上する。⽇本の公園のイメー
ジは⼦どもが遊ぶ場所だが、外国にはお年寄りの憩いの場などさまざま
なイメージがある。 

藤⽥：公園の利⽤率は低くはない。公園をコミュニケーションの場として利⽤
されていない。「花壇のオーナー制度」とあるが、近くの公園には花壇
がない。花壇があれば、毎⽇⽔やりをするなどコミュニケーションが⽣
まれる。花壇は、住⺠が要望して初めてできるが、個⼈では作ってくれ
ない。管理運営協議会や愛護会で要望すれば許可される。花壇を作るこ
とで、⾃分たちは管理に⼊れてもらえないという影の不満もある。管理
運営協議会は、植え込みだけを刈るのでは楽しくない。花壇を作るから
参加してくれという流れで⼈集めが可能だ。 

直本：どこの公園で「マイ・パーク」に取り組めば良いか。 
藤⽥：すべての公園で良い。ただ、取組案として挙がっているものの実施は難

しいということだ。 
⿊沢：⽔沢の森や⾶森⾕⼾は、公園の⾯積の問題だ。 
直本：緑地という位置づけの⽅がよいだろう。お⾦の問題は⾯積に限らず必要

だ。 
事務局：課題についてはこれまで出た意⾒を整理し、作⽂する⽅向でまとめる。

ただし、「⼼を育てる地域と世代部会」に共通する⼤きな課題は、どこ
かに記載する必要があるだろう。 

【まとめ】 
 ・⽇常的な維持・管理費⽤が不⾜していることを課題として加える。 
 ・⼆つの部会に共通する課題、「地域の環境を活かしながらそれを通じて地

域で活躍する「⼈づくり」」をする上の課題についても記載する。 
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B 具体的な取組のイメージ  
分野Ａ 公園を⾝近なコミュニティ活性化の場として活⽤する 
①樹⽊・草花名プレートの設置・活⽤ 
福⽥：私のところは、管理運営協議会が中⼼になり設置をした。 
直本：⼩学校に協⼒して付けると、⾃分がプレートを付けた⽊だという愛着を

持つ。 
②冒険遊び場の推進 
佐々⽊：冒険遊び場は、誰が主催しているのか？ 
事務局：団体があり普及するための活動をしているが、4 箇所から広がらない。

各地にノウハウを伝えつつ広がると理想だが、そこまでは⾏っていない。 
佐々⽊：管理運営協議会や愛護会は個別の公園（＝場所）に所属している。そ

れとは別に、公園体操を普及する⼈、冒険遊び場を普及する⼈など、横
串の組織はあるか？ 

事務局：ない。 
佐々⽊：地域に所属するのではない、スーパーバイザーのような組織が必要で

はないか。 
事務局：管理運営協議会の意⾒交換の場を設ける動きはある。また、公園緑地

協議会という緑の団体があり、意⾒交換会を設けている。たとえば都市
公園法の中にスポーツ推進員という位置づけがあり、公園でさまざまな
活動をしている。連合組織があり、情報の共有を図っている。任意に組
織を作るには、⾏政が推進しないと難しいだろう。公園利⽤促進条例の
ようなものを作り、そこに位置付けるなどする。 

森⼭：公園法に基づいてスポーツ推進員のような⼈をまちから推薦してもらう。
それを市⻑が委嘱し、区でまとめる。その⼈たちが公園フェスティバル
のような事業を企画し区が助成をする。そういったものができると動き
やすい。冒険遊び場は勝⼿に実施されたら危険だ。⾏事をやる場合に責
任を持ち、優しく指導してくれる。その組織が「近くの公園に花を植え
てみませんか」という形で⼈を募集し、活動を広めていく。私の町内会
には町丁ごとに街路樹愛護会や美化運動の部がある。その⼈たちが部会
で相談し、例えば交番の前の草刈をしたり花を植える。そういう活動を
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⽀援することもできる。 
直本：普及員が推進しても、地元で活動してくれる⼈がいないと根付かない。 
③公園体操の拡⼤開催 
直本：公園体操の連絡会のような組織はあるか？ 
事務局：公園体操を普及する運動普及推進員の交流はある。 
直本：既にやっているところが回数を増やすのは意外に簡単だ。むしろやる場

所を増やす、参加者を増やすことは⼤変だ。 
芒崎：公園体操をしている⼈は渡り歩く。 
コンサル：公園体操の会場は、いくつくらいまで増えると良いのか？ 
浦野：街区公園すべてではなく、3 つの公園くらいに対して 1 箇所で開催して

いる。地図にプロットしてみないとわからないが、エリアによって実施
しているところとしていないところの差があるだろう。 

事務局：公園体操マップがあるので、確認はできる。 
④ネイチャーゲームの普及 
 事務局が「⼼を育てる地域と世代部会」平井委員からの提案内容を説明した。 
分野Ｂ 公園の維持・管理に多くの区⺠が関わる仕掛けをつくる 
①地域が主体となった公園管理の促進 
佐々⽊：実施主体や担い⼿について、既存であるもの、ないものを含め、区⺠

会議として絵姿を提⽰することも⼀つのアイデアだ。 
その他 
藤⽥：公園でのコミュニケーションサポート機能がない。草刈機などではない、

イベントをするための備品が必要だ。⼀番困っているのは、⾃由に使え
る電源がない。⼩さい倉庫にそういったものが⽤意されていると良い。 

佐々⽊：防災⽤の充電池、発電機がイベント時に使⽤できると良い。町内会な
どがお⾦を出すと、固定でそこしか使えなくなる。管理する資機材だけ
でなく、イベント関係の資機材があっても良い。 

藤⽥：ものの貸し出しだけでなく、イベント相談まで受けてくれると良い。地
域のコミュニケーションに役⽴てるためのイベントや、プレートの付け
⽅に知恵を絞らなくてはならない。現状では、公園の維持管理は管理運
営協議会が仕切らなくてはならない。⾏政的発想で管理だけすれば良い
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となっているが、本来はそこがコミュニケーション機能を持たないとい
けない。公園センターにはそういう発想がない。それらを横につなぐの
が、普及員などだ。最終的には個々の公園でやるしかないので、個々の
管理運営協議会が、コミュニケーション機能にも⽬を向け、講座などに
参加するようになるのが良い。 

事務局：「地域が主体となった公園管理」に、利⽤の発想が⼊ってくると良い。 
藤⽥：建前は町内会並びに利⽤者で組織することになっているが、現実には町

内会からお願いされた⼈たちだ。そこを変えないと、お仕着せのものに
しかならない。 

森⼭：町内会から推薦してもらい宮前区マイパーク推進委員会のような組織づ
くりはできないか。テーマとして、花壇づくり、ネイチャーゲーム、冒
険遊び場などに取り組む。宮前区では「マイパーク」を進める。それを
推進するためには組織が必要だ。という根幹をしっかりする。宮前区内
にはまちづくり協議会など活発に活動している団体があるので、個⼈に
声をかけるよりもそういった組織に声をかける。それに対して⾏政が⽀
援をする。公園には防災倉庫があるので、そこにコミュニケーションツ
ールを置かせてもらう。推進委員会でそういったことを決めれば、動き
やすいのではないか。 

佐々⽊：管理運営協議会、スポーツ推進員など公園に関わる組織を整理し、⾏
政の管轄がどこでといったことを整理し、区⺠会議としては「マイパー
ク推進委員会」といったものを作って推進したいというまとめ⽅もある。
その上で、公園体操、ネイチャーゲームなどを具体的に進める。姿が作
れたら、⼈づくりまで進む。ただそれだけでは絵で終わってしまうので、
第 4 期としてはネイチャーゲームに取り組むなどピンポイントで進め
る流れで良いだろう。 

【次回の進め⽅】 
   公園に関連する組織とその組織を管轄する⾏政を⼀覧的に整理したも

のをもとに、マイパークを推進する組織について検討する。 
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４ 次回の⽇程 
【第 10 回 環境⼈部会】 

10 ⽉ 1 ⽇（⽕）18：15〜 区役所４階第１会議室 
【第 11 回 環境⼈部会】 

10 ⽉ 21 ⽇（⽕）18：15〜 区役所４階第１会議室 
【第 7 回 区⺠会議】 

11 ⽉ 20 ⽇（⽔）18：15〜 区役所 ⼤会議室 
 
 


